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研究成果の概要（和文）：本研究はスタートアップと大企業との相互作用が、地域エコシステム形成に与える影
響を明らかすることを目的として始められた。この課題は、以下の3つの関係に焦点があてられた。①大企業の
CVC活動、②大企業からのスピンオフと当該の大企業との関係、③同じ企業からスピンオフしたスピンオフ同士
の連携、である。本研究は、米国、中国、日本など国内外の事例を通じて、大企業とスタートアップとの連携が
エコシステム形成にプラスの影響を与えるのみならず、双方（特に大企業）にとって組織改革によい機会となっ
ていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study was started with the aim of clarifying the impact of the 
interaction between startups and large companies on the formation of a regional ecosystem. This task
 focused on three relationships: (1) CVC activities of large companies, (2) relationships between 
spin-offs from large companies and the relevant large companies, and (3) cooperation between 
spin-offs spun off from the same company. Through cases in Japan and overseas such as the United 
States, China, and Japan, this research not only has a positive impact on the formation of 
ecosystems by collaboration between large companies and startups, but also provides a good 
opportunity for both parties (especially large companies) to reform their organizations. It was 
revealed that it has become.

研究分野：地域企業論

キーワード： 大企業　スタートアップ　エコシステム　連携　スピンオフ　買収

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、大企業のイノベーション活動を活発化させるために、スタートアップとの連携が効果的であることを
示し、また大企業とスタートアップとの関係づくりこそ、地域エコシステムの形成を効率的かつ効果的にしてい
ることを示した点に意義がある。これまでエコシステム研究では、スタートアップと大企業の連携の重要性は指
摘されていたが、その具体的な方法については言及されてこなかった。また日本においては大企業はスタートア
ップとの連携に対し消極的で、大企業とスタートアップが連携することは困難であると思われていた。しかし両
者の連携を通じて、双方がwin-winの成果を得られるような方策について提言ができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 近年、日本の大企業のイノベーション力の低下について懸念されており、その解決策の一つと
して、大企業とスタートアップの連携が着目され、それに関する様々な活動が活発化している。 
フォーチュン 500 の上位企業のほうが、スタートアップとの協業を積極的に行っていることを
示した INSEADの調査もあるように、世界的に見るとスタートアップと大企業がそれぞれの違
いを受け入れつつ、強みを生かす関係の模索は始まっている。しかし日本ではそのような関係構
築はまだ途上である。 
そもそも、大企業とスタートアップは補完関係になりうるが、両者はスピード感、金銭感覚、
市場規模感など異なる価値観を有しているので、協業が困難であるという認識が一般的である。
他方、国内外のいくつかの事例では、大企業がスタートアップと緩やかに連携をし、時にスピン
オフやスピンイン（M&A）を通じて、両者の関係を変化させながら協業し、イノベーションを
加速化している事例も散見される。 
また大企業とスタートアップの連携は、特定地域にみられる傾向にあり、エコシステムとの関
係を論じなければならないと思われる。エコシステムがあるからこそ大企業とスタートアップ
の連携があるといえるが、逆に大企業とスタートアップの連携がエコシステムの形成や成長を
加速化するという側面もあるであろう。そのような仮説から本研究は始められた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、本研究はスタートアップと大企業との相互作用が、地域エコシステム形成に
与える影響を明らかすることを目的としている。特に、①大企業が行う CVC（Corporate Venture 
Capital）、➁大企業とそこから生み出されたスピンオフとの関係、➂スピンオフ同士の関係、に
焦点を当てる。さらにこれら関係の生成や発展が、彼らを取り巻くエコシステムに与える影響、
およびエコシステムが大企業とスピンオフとの関係に与える影響について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
  
研究の方法は、①関連既存研究のレビューと仮説の導出、➁大企業からの視点にたった事例研
究、➂エコシステムからその中で行われた大企業とスタートアップとの連携の事例研究を行っ
た。具体的な調査対象については以下のとおりである。 
第一に大企業においてベンチャーを行う社内起業に関するこれまでの研究レビューを、大滝
精一教授の研究を軸にレビューをした。 
第二に大企業で行われる CVC については、ソフトバンク、パナソニック、Peach など複数の大
企業の中で行われる CVC 活動を調査した。また大企業が事業を切り出し再度買収する（スピンア
ウト＆スピンイン）に関する研究も行い、日本電子を研究対象とした。 
第三に大企業とベンチャーのインタラクションを促進するエコシステムについて、スピンオ
フに着眼し、スピンオフの事例と、それがエコシステムや産業集積につながっている事例につい
て調査した。具体的には、米国サンディエゴと、浜松のフルート産業の事例研究が行われた。 
第四に同じ大企業から生み出されたスピンオフ同士の関係に着眼した研究も行った。その事
例として、アルプス電気盛岡事業所からのスピンオフ同士の関係を調査した。現時点では、母体
企業の技術や組織文化が、スピンオフ創出やその後のスピンオフ間の連携にも影響を及ぼすこ
とが明らかになっている。 
 
４．研究成果 
 
本研究課題は、以下の 3つの関係に焦点があてられた。①大企業の CVC 活動、②大企業からの
スピンオフと当該の大企業との関係、③同じ企業からスピンオフしたスピンオフ同士の連携、で
ある。本研究は、米国、中国、日本など国内外の事例を通じて、大企業とスタートアップとの連
携で、スピンオフのように共通の知識基盤を持つ場合は、エコシステム形成を加速化させること
を示した。またエコシステム形成によって、双方（特に大企業）にも影響を与えること、特に大
企業にとっては組織改革によい機会となり、大企業が従業員に与える教育やネットワークがス
タートアップの経営にとって有益になることが示された。既存研究のレビューより、社内ベンチ
ャーや CVC の議論はなされているものの、その範囲は企業間の関係にとどまっており、エコシス
テムまで射程を広げた議論はなされていないことで、本研究は意味があると思われる。 
第一にスピンオフと付き合う大企業に着眼した研究については、大企業の CVC の組織的運用
について明らかにした。また大企業がスピンオフとどのような関係を構築するべきかについて
の研究では、日本電子が一事業部をスピンオフさせ、その後、それを買い戻した事例をとりあげ、
分析した。そのなかで、同社が一事業部をスピンオフさせたことにより、その事業部が新たな資



源を獲得することができ、その事業を V字回復させることができた。また回復した当該事業を日
本電子は買収した。一連の事業の切り出しと買収を通じて、日本電子本体は組織改革を進めるこ
とができた。このような事例は逸脱事例かもしれないが、本科研課題に対して豊富な示唆がある
と思われる。 
第二に大企業とベンチャーのインタラクションについては、特にスピンオフに着眼し、スピン
オフの事例と、それがエコシステムや産業集積につながる事例について調査した。具体的には、
米国サンディエゴのゲノム産業でシーケンサーの製造業者であるイルミナ社の事例が取り上げ
られた。同社は自ら CVC やアクセラレーターを運営しスタートアップを集め、彼らを支援しなが
ら選別を行い、スピンインも戦略的に行ってきていることが明らかになった。 
第三にスピンオフ同士の相互作用によるエコシステム形成については、アルプス電気盛岡工
場からのスピンオフが、相互に助け合い協業していく中で、盛岡に医療機器産業のエコシステム
（TOLIC）を形成するに至った事例を取り上げた。盛岡には産学官連携の素地があり、スピンオ
フ同士のネットワークと地域にすでにあったネットワークが相乗効果を発揮して、エコシステ
ム形成の動きを加速化したと思われる。 
 これら研究より、第一に大企業とスタートアップとの協働が行われる素地に、共通の知識基盤
や信頼があるほうが効率的かつ効果的に進められることが挙げられる。この時、自社からのスピ
ンオフは可能性が高いパートナーとなりうる。第二にそのような基盤がない場合はイルミナ社
が行っているように魅力的なアクセラレーターでスタートアップを支援しスタートアップを集
め、その中で選別されたスタートアップと連携を図ることが考えられる。第三にスタートアップ
と大企業との連携は、特に大企業にとっては組織改革の機会となることが示唆された。またそれ
を実現するためにはトップの構想力やリーダーシップが不可欠である。最後に、エコシステムの
有無が大企業とスタートアップの連携をより促進することも明らかになった。エコシステムを
支えるネットワークこそが、セーフティーネットや紹介機能を提供し、大企業とスタートアップ
とのインタラクションを支え、また逆にこれらインタラクションがよりネットワークを強固に
することも明らかになった。 
 技術革新が加速化し、オープンイノベーションが喧伝される今日、本課題で取り上げられた事
例は大企業やスタートアップの両者にとって有益な示唆を与えるであろう。 
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